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本
校
か
ら
山
本
晃
靖
さ
ん（
日
本
料
理
）

と
鈴
木
風
花
さ
ん（
中
国
料
理
）が
、
グ
ル

メ
ピ
ッ
ク
地
区
大
会
に
挑
戦
し
ま
し
た
！

　

こ
の
大
会
は
、若
手
料
理
人
の
育
成
と

技
術
向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、全
国
大

会
へ
の
登
竜
門
で
も
あ
り
ま
す
。
審
査
で
は

切
り
方
・
卵
料
理
・
鰺
の
三
枚
お
ろ
し
な
ど
、

基
本
技
術
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
、本
校
か
ら
は
鈴
木
風
花
さ
ん
が

見
事
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
！
惜
し
く
も
山
本
さ
ん
は
全
国
進
出
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、堂
々
と
し
た
技

術
を
披
露
し
大
き
な
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

山
本
晃
靖
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

鈴
木
風
花
さ
ん
の
意
気
込
み

　

挑
戦
の
先
に
あ
る
成
長
を
信
じ
て

令
和
八
年
二
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
で

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
！

Q1「好きな料理を自分らしく表現で
きたことが評価されて、とても
嬉しく、自信が持てました。」

Q2「彩りを意識して 3 色のパプリカ
を使い、断面が美しくなるよう工
夫しました。中央にはブロッコリー
を飾って存在感を出しました。」

Q3「自分の料理に向き合い、より良
くするための工夫を楽しみなが
ら続けていきたいです。」

豊橋調理製菓専門学校校長賞
　　　　　　　岡本莉帆さん

Q1「時間をかけて向き合った作品
だったので、受賞できて本当に
嬉しかったです。」

Q2「ワタリガニを主役にしつつ、地
元食材を活かす構成に苦心し
ました。

Q3「見た瞬間に笑顔になれる、そ
んな“おいしさ”と“楽しさ”を
届けたいです。」

豊橋調理師会会長賞
　　　　　　　　鈴木風花さん

Q1受賞が決まったときの率
直な気持ちは？

Q2作品の中で特にこだわっ
た部分、苦労した点は？

Q3今後の目標は？

Q1「まさかの受賞に驚きつつ、素
直に嬉しさがこみ上げました。」

Q2「食材が多い分、断面や表面
の美しさにも気を配りました。」

Q3「受賞を糧に、今後も技術を磨
きながら、さらに上を目指して
挑戦を続けたいです。」

　　　　　　努力賞
　　　　　　　　伊藤眞都さん

Q1「選ばれたことに驚きつつ、学
びの成果を実感できて嬉しか
ったです。」

Q2「黄身の色を保つため、うずら
卵の茹で時間には細心の注意
を払いました。」

Q3「先生方から技術や知識を吸
収しながら、レストラン実習を通
して判断力とコミュニケーション
力を高めていきたいです。」

東三河外食産業振興会会長賞
　　　　　　　　河合宥奈さん

【受賞学生インタビュー】

　

令
和
七
年
五
月
二

十
一
・
二
十
二
日
に
開

催
さ
れ
た
「
東
三
河
外

食
産
業
展
示
会
」（
主

催
：
東
三
河
外
食
産
業

振
興
会
）で
は
、地
域
の

外
食
関
連
事
業
者
を

対
象
に
、
最
新
の
商
材

や
厨
房
機
器
の
展
示
、

実
演
、
試
食
な
ど
が
行

わ
れ
、
終
日
大
勢
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
た
。

　

本
校
の
学
生
も
こ
の
展
示

会
に
参
加
し
、
企
業
ブ
ー
ス

で
商
品
説
明
を
受
け
た
り
、

新
商
品
の
試
食
を
し
た
り
と
、

業
界
の
〝
い
ま
〞
に
触
れ
な

が
ら
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
た
。
展
示
会
の
目
玉
企

画
で
あ
る
「
一
皿
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
」
に
は
、
本
校
卒
業

生
に
加
え
、
調
理
師
本
科
二

年
生
も
エ
ン
ト
リ
ー
。

　

テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
産
地

消
」に
沿
い
な
が
ら
、「
東
三

河
で
一
皿
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
地
元
食
材
を
活
か
し
た

創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
料
理
を

披
露
し
、
来
場
者
の
注
目
を

集
め
た
。

　

学
生
た
ち
は
日
頃
の
学
び

を
糧
に
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
一
皿
を
完
成
さ
せ
、

料
理
を
通
じ
て
地
域
へ
の
想

い
を
表
現
。個
性
豊
か
な
作

品
は
、
審
査
員
や
来
場
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
た
。

尚
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
本

校
学
生
か
ら
も
複
数
名
が

入
賞
を
果
た
し
、
大
き
な
成

果
を
残
し
た
。

「今回の大会で学んだことを今
後の練習に活かし、さらに技
術を磨いていきたいです。」

「学校の代表として全国大会に挑
戦できることをとても光栄に思いま
す。緊張しますが今までの自分を
信じ、胸を張って臨みます。応援
よろしくお願いします！」

技
で
挑
む
！
グ
ル
メ
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
地
区
大
会 

結
果

藤井先生の洋菓子キッチンカー
も登場

　

本
校
の
学
生
も
こ
の
展
示

会
に
参
加
し
、
企
業
ブ
ー
ス

で
商
品
説
明
を
受
け
た
り
、

新
商
品
の
試
食
を
し
た
り
と
、

業
界
の
〝
い
ま
〞
に
触
れ
な

が
ら
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
た
。
展
示
会
の
目
玉
企

画
で
あ
る
「
一
皿
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
」
に
は
、
本
校
卒
業

生
に
加
え
、
調
理
師
本
科
二

年
生
も
エ
ン
ト
リ
ー
。

　

テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
産
地

消
」に
沿
い
な
が
ら
、「
東
三

河
で
一
皿
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
地
元
食
材
を
活
か
し
た

創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
料
理
を

披
露
し
、
来
場
者
の
注
目
を

集
め
た
。

「地域の食の魅力を一皿に」
東三河外食産業展示会に
本校学生が参加

～コンテストで入賞も～

「地域の食の魅力を一皿に」
東三河外食産業展示会に

本校学生が参加
～コンテストで入賞も～

受賞した卒業生のみなさんです！
豊川市長賞
東愛知新聞社　社長賞
東海日日新聞社　社長賞
愛知県飲食生活衛生同業組合 豊橋支部長賞
（一社）愛知県調理師会 会長賞
（一社）愛知県日本調理技能士会 会長賞
（一社）全日本司厨士協会 豊橋支部長賞
中部日本料理研究会豊隆会 会長賞

加知　浩
今川　和之
原田　和紀
藤本　将男
猪股　弘樹
山口　利守
伊奈　和彦
福井　文彦

和のリゾート　はづ
ホテルシーパレスリゾート
浜名湖レークサイドプラザ
ホテルシーパレスリゾート
ホテル竹島
日本料理みなと
ホテルシーパレスリゾート
浜名湖レークサイドプラザ

　

令
和
七
年
五
月
二

十
一
・
二
十
二
日
に
開

催
さ
れ
た
「
東
三
河
外

食
産
業
展
示
会
」（
主

催
：
東
三
河
外
食
産
業

会場の様子
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令
和
七
年
七
月
十
七
日
、
本

校
で
「
地
産
地
消
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
向
け
た
食
材
勉
強
会
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
は
東
三
河
県
庁

と
の
連
携
企
画
で
、
加
山
工
業
の

は
ち
み
つ
、
元
氣
の
お
す
そ
分
け

b
o
x
の
柿
の
葉

茶
、
I
R
A
G
O

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

漬
物
本
舗
道
長
の

た
く
あ
ん
、
J
A

豊
橋
の
冬
瓜
や
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

地
域
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
食
材
が
提
供

さ
れ
、
学
生
た
ち

は
特
徴
や
活
用
法

を
学
ん
だ
。

　

午
後
に
は
、
学

生
の
キ
ャ
リ
ア
意

識
向
上
を
目
的
と

し
た
就
職
説
明
会
も
開
か
れ
、

日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ド
、
株
式
会

社
備
長
、
株
式
会
社
お
亀
堂
の

三
社
が
登
壇
。
食
の
現
場
で
求
め

ら
れ
る
人
材
像
や
「
食
で
人
を

幸
せ
に
す
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
卒

業
生
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
学
生
時
代
の
経
験
や

現
場
で
の
リ
ア
ル
な
声
、
在
校
生

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
語
ら
れ
、
学

生
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激

『
学
び
か
ら
挑
戦
へ
』

　
　
食
材
勉
強
会
・
就
職
説
明
会
・

　
　
　
　
　 

　
地
産
地
消
コ
ン
テ
ス
ト

と
な
っ
た
。

　

東
三
河
県
庁
で
は
、
地
域
事

業
者
と
連
携
し
農
林
水
産
資
源

を
活
用
し
た
商
品
開
発
・
P
R
を

支
援
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
同
校
学
生
に
よ
る
レ
シ
ピ
開

発
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
七
年
十
一
月
五
日

に
開
催
さ
れ
た
「
地
産

地
消
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

は
、
課
題
食
材
と
し
て

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
は
ち

み
つ
、
柿
の
葉
茶
、
た

く
あ
ん
の
四
品
が
提

供
さ
れ
、
学
生
た
ち
の

斬
新
な
レ
シ
ピ
が
お
披

露
目
さ
れ
た
。
多
く
の

入
賞
作
品
が
生
ま
れ
、

地
域
食
材
の
新
た
な

可
能
性
を
示
す
大
会

と
な
っ
た
。

　

令
和
七
年
八
月
二
十
日
、
本

校
に
て
同
窓
会
の
理
事
会
が
行

わ
れ
た
。
令
和
六
年
度
の
事
業

報
告
・
収
支
決
算
、
令
和
七
年

度
の
事
業
計
画
・
予
算
報
告
が

発
表
さ
れ
、
理
事
の
近
況
報
告

や
新
理
事
の
歓
迎
な
ど
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。
　

鈴
木
校
長
は
、「
こ
れ
ま
で
は

東
三
河
を
中
心
に
学
生
を
集

め
、
地
元
で
必
要
と
さ
れ
る
人

材
の
育
成
に
励
ん
で
き
ま
し
た

が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
も
あ

り
、
今
後
は
外
国
の
方
も
受
け

入
れ
、
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ

人
材
育
成
を
目
指
し
た
い
」
と

語
り
、
国
際
的
な
視
点
を
取
り

入
れ
た
教
育
へ
の
意
欲
を
示
し

た
。
同
窓
会
会
長
の
小
林
佳
雄

さ
ん
か
ら
は
、
同
窓
会
費
用
の

活
用
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る

場
面
も
あ
り
、
参
加
者
の
関
心

を
集
め
た
。

　

十
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
同

窓
会
で
は
、
恩
師
や
旧
友
と
の

再
会
を
喜
び
合
い
な
が
ら
、
校

長
や
在
校
生
が
準
備
し
て
く
れ

た
料
理
や
デ
ザ
ー
ト
を
味
わ
っ

た
。
さ
ら
に
卒
業
生
に
よ
る
お
店

紹
介
も
行
わ
れ
、
最
後
に
は
恒

例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
た
。

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

　
　
　
同
窓
会
理
事
会
　
開
催
！

卒業生が活躍するお店や施設紹介

「日本料理レストラン 文福」で
活躍する43回生 中島碧さん

「little chef」オーナー 
43回生 矢田宗一郎・有乃夫妻

「焼肉 政太」オーナー 
43回生 内田政太 さん

「海鮮笑店 いざな」責任者 
稲垣 康太さんの代わりに宣伝
する47回生 田方真矢さん

「Liberty.f」オーナー
45回生 太田未来さん

「株式会社TOMONYきゃらっと」で
児童に食事提供をしている
29回生 山本和弘さん

ティーズのインタビュー先輩方のお話試作の様子表彰式

審査の様子

勉強会の様子

ティーズのインタビュー先輩方のお話試作の様子表彰式

審査の様子

勉強会の様子
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令
和
七
年
二
月
、
東
京
都
豊

島
区
の
武
蔵
野
調
理
師
専
門
学

校
で
開
催
さ
れ
た
「
第
四
十
回

調
理
師
養
成
施
設
調
理
技
術
コ

ン
ク
ー
ル
（
通
称
：
グ
ル
メ
ピ
ッ

ク
）」
全
国
大
会
に
、
本
校
卒
業

生
・
村
瀬
和
音
さ
ん
（
当
時 
調

理
師
本
科
二
年
）
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
全

国
の
精
鋭
五
十
四
名
の
一
人
と
し

て
挑
ん
だ
村
瀬
さ
ん
は
、
緊
張

感
漂
う
会
場
の
中
で
も
落
ち
着

い
た
手
さ
ば
き
で
調
理
に
臨
み
、

こ
れ
ま
で
の
努
力
と
情
熱
を
一
皿

に
込
め
ま
し
た
。
惜
し
く
も
入
賞

は
逃
し
ま
し
た
が
、「
全
国
の
舞

台
で
得
た
経
験
は
、
今
後
の
料

理
人
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
に
な
る
」
と
語
り
、
卒
業
後
も

さ
ら
な
る
成
長
へ
の
意
欲
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は 「
酒
彩
佳
肴 

い
志
か

わ
」 

に
て
料
理
人
と
し
て
腕
を
磨

き
、
全
国
大
会
で
培
っ
た
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
新
た
な
挑
戦
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
七
年
八
月
、一
般
社
団
法

人 

愛
知
県
洋
菓
子
協
会
が
開
催

し
た
「
第
１
回
愛
K
n
o
w
ス
イ

ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
て
、
本
校

卒
業
生
・
岡
村
和
奏
さ
ん
が
作

品
『
ト
ワ
・
プ
チ
・
パ
ケ
』
で
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
愛
知
県
産
農
産

物
を
使
っ
た
常
温
保
存
可
能
な

焼
菓
子
」。
岡
村
さ
ん
は
苺
の
魅

力
を
引
き
出
す
た
め
に
ド
ラ
イ

と
ジ
ュ
レ
の
技
法
を
組
み
合
わ

せ
、
生
産
者
の
想
い
と
自
身
の
こ

だ
わ
り
を
パ
イ
に
込
め
ま
し
た
。

そ
の
独
創
性
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
は
在
校
生
に
と
っ

て
も
大
き
な
刺
激
と
な
り
、
地

域
と
向
き
合
う
菓
子
づ
く
り
の

可
能
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

現
在
、ロ
シ
ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
の
日
本
領
事
館
で
調
理
師
と

し
て
勤
務
中
の
小
野
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

マ
ニ
ラ
な
ど
世
界
各
地
の
領
事

館
で
も
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

先
日
は
太
平
洋
国
立
大
学
の

日
本
語
専
攻
の
学
生
に
手
毬
寿

司
の
料
理
教
室
を
開
催
。
学
生

た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら

　

美
し
く
仕
上
げ
、
最
後
は
み

ん
な
で
試
食
し
て
笑
顔
で
締
め

く
く
っ
た
そ
う
で
す
。

　

異
国
の
地
で
日
本
文
化
を
伝

え
る
小
野
さ
ん
の
姿
に
、
母
校
と

し
て
も
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
！

　

令
和
七
年
六
月
、
北
海
道
旭

川
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
菓
子

博
覧
会
に
て
、
本
校
卒
業
生
・
芝

波
田
紗
恵
奈
さ
ん
が
、
作
品
『
ゆ

め
か
な
う
』
で
「
農
林
水
産
大
臣

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　

全
国
か
ら
1
2
0
0
点
以
上

の
菓
子
が
集
ま
る
国
内
最
大
級

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
芝
波
田
さ
ん
の

作
品
は
地
元
食
材
へ
の
こ
だ
わ

り
と
温
か
み
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
手
に
取
っ
た
瞬
間
、
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
菓

子
を
目
指
し
ま
し
た
」
と
語
る

芝
波
田
さ
ん
は
、
現
在
お
亀
堂

本
店
で
新
た
な
商
品
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
々
、
学
生
の
た
め
に
奮
闘
す

る
先
生
方
。
そ
ん
な
先
生
た
ち
の

人
柄
や
想
い
を
、
少
し
だ
け
覗
い

て
み
ま
せ
ん
か
？

『
#
先
生
推
し
』
で
は
、
毎
号
一

人
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
一
号
は
、
西
洋

料
理
担
当
の
酒
井
寿
一
先
生
。

酒
井
先
生
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
技

術
と
現
代
的
な
感
性
を
融
合
さ

せ
る“
美
味
の
演
出
家
”。ソ
ー
ス・

火
入
れ
・
盛
り
付
け
…
す
べ
て
に

理
論
と
美
し
さ
が
宿
る
世
界
。

学
生
た
ち
が
「
料
理
人
と
し
て
の

基
礎
力
」
を
磨
き
な
が
ら
、
料
理

の
奥
深
さ
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。

1
、
西
洋
実
技
の
授
業

で
、
特
に
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

料
理
を
楽
し
く
作
る

こ
と
。
食
材
に
嘘
を
つ
か

ず
、
食
べ
物
を
無
駄
に
し

な
い
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

2
、
学
生
に
ま
ず
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
「
基
本
」
は

何
で
し
ょ
う
か
？

　
「
道
具
も
腕
の
う
ち
」。

包
丁
や
調
理
器
具
を
大

切
に
扱
う
こ
と
で
す
。
長

く
続
け
て
い
れ
ば
、
技
能

や
技
術
は
自
然
と
身
に
つ

い
て
い
き
ま
す
。

3
、
西
洋
料
理
の
道
に
進
ま
れ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

笑
顔
を
生
み
出
す
幸
せ
な
料

理
に
惹
か
れ
ま
し
た
。一
皿
に
手

間
を
惜
し
ま
ず
か
け
る
、
そ
の
楽

し
い
時
間
に
魅
力
を
感
じ
た
か

ら
で
す
。

4
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
料
理
や

現
場
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
お
客
様
に
お
作
り
し

た
「
ハ
ッ
シ
ュ
・
ド
ゥ
・
ビ
ー
フ
」

を
、「
と
て
も
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
」
と
褒
め
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
、
今
で
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

〟
推
し
〝
は
ア
イ
ド
ル
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

村
瀬
さ
ん 

グ
ル
メ
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
に
出
場
！

卒
業
生
・
芝
波
田
さ
ん
が
﹁
農
林
水
産
大
臣
賞
﹂
受
賞
！

卒
業
生
・
岡
村
さ
ん
が
特
別
賞
受
賞
！

小
野
雅
徳
さ
ん（
第
27
回
卒
）in
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

卒
業
生
の
今
！　

中央が芝波田さん

小野さん

作品名『トワ・プチ・パケ』
　　ステラプリンス
　　　　　岡村　和奏
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二
十
五
年
間
に
わ
た
り
、
と

よ
ち
ょ
う
の
渉
外
担
当
と
し
て

学
生
対
応
や
学
校
運
営
に
尽

力
さ
れ
た
小
古
山
幸
司
先
生

が
、
こ
の
た
び
定
年
退
職
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

誠
実
で
温
か
い
ご
対
応
は
、

学
生
や
教
職
員
か
ら
の
信
頼

も
厚
く
、
学
校
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
存
在
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
、
製
菓
衛
生
師
本
科
二
年
生
が
挑
戦

し
た
色
彩
検
定
で
、
合
格
率
90
％
と
い
う
嬉
し

い
結
果
と
な
り
、「
奨
励
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

色
彩
検
定
は
、料
理
や
製
菓
の〝
見
た
目
の
美

し
さ
〞
に
も
つ
な
が
る
色
の
知
識
を
学
ぶ
資
格

試
験
で
す
。

　

本
校
で
は
、
盛
り
付
け
や
商
品
づ
く
り
に
活

か
す
た
め
、
色
彩
教
育
を
授
業
に
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
学
生
た
ち
の
努
力
が
し
っ

か
り
と
形
に

な
っ
た
も
の
で

す
。

　

こ
れ
か
ら

も
、
色
彩
の
力

で
〝
魅
せ
る
プ

ロ
〞
を
育
て
て

い
き
ま
す
。

　

令
和
八
年
二
月
一
日
、

と
よ
ち
ょ
う
作
品
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
！

　

当
日
は
、
と
よ
ち
ょ
う

レ
ス
ト
ラ
ン
・
c
a
f
e
・

パ
ン
工
房
に
て
、
手
作
り

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ケ
ー
キ
、

メ
ロ
ン
パ
ン
な
ど
を
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。学
生
が
学
ん
だ
成
果

を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

と
よ
ち
ょ
う
で
は
、
た
だ
い
ま
新
年

度
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

調
理
や
製
菓
に
興
味
が
あ
る
方
な

ら
、初
心
者
で
も
大
歓
迎
。

実
習
中
心
の
授
業
で
、
基
礎
か
ら
し
っ

か
り
学
べ
ま
す
。

　

も
し
周
り
に
進
路
を
考
え
て
い
る

方
や
、
料
理
・
お
菓
子
づ
く
り
が
好
き

な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ「
と

よ
ち
ょ
う
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。学
校
見
学
や
相
談
も

い
つ
で
も
O
K
！

　

新
し
い
仲
間
と
の
出

会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
卒
業
生
・
佐
藤
朱
実
さ
ん

が
、新
曲『
風
桜
』を
リ
リ
ー
ス
し
ま

し
た
。

　

本
作
は
、
馬
飼
野
俊
一
氏
が「
大

衆
音
楽
の
殿
堂
」
顕
彰
者
に
選
ば

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ

た
一
枚
で
、
音
楽
フ
ァ
ン
必
聴
の
作

品
で
す
。料
理
が
人
を
笑
顔
に
す
る

よ
う
に
、佐
藤
さ
ん
の
歌
声
も
聴
く

人
の
心
を
温
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
音
楽
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
の
会
」
へ
の
参
加
な
ど
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の
真
摯
な
姿

勢
は
多
く
の
方
に
勇
気
と
希
望
を

届
け
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生

の
活
躍
を
、

ぜ
ひ
応
援

し
て
く
だ

さ
い
。

小
古
山
幸
司
先
生
　
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

色
彩
検
定
協
会
よ
り

　「
奨
励
賞
」を
頂
き
ま
し
た
！

昨年の様子

卒
業
生
の
活
躍

令和6年度卒業式

特別実習ラテアート

アイシングクッキー 鰻の焼き方

食育総論：稲作体験 中国料理テーブルマナー 日本料理　記録会

ジャパンケーキショー見学

令和6年度卒業式

レストラン実技レストラン実技

研修旅行研修旅行特別実習ラテアート

アイシングクッキー 鰻の焼き方

食育総論：稲作体験 中国料理テーブルマナー 日本料理　記録会

ジャパンケーキショー見学
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